


～ 前田正史救援・復興支援室長あいさつ ～

東京大学では、総長メッセージの「生きる。ともに」ということばの
下、平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災からの救援・復興支
援活動を行っています。

本学の教職員・学生は、それぞれの専門性を生かしながら、自発的な
活動を実施しており、こうした活動を支援するため、４月１１日に「東
日本大震災に関する救援・復興支援室」を設置し、５月１３日には大気
海洋研究所附属国際沿岸海洋研究センターの立地する岩手県に遠野分室
及び大槌連絡所を開設しました。さらに、７月２５日に救援・復興支援
室遠野センター（通称：遠野東大センター（TTC））を開所し、遠野分室、
大槌連絡所とともに岩手県沿岸被災地の後方支援拠点として活用してい
ます。

救援・復興支援室は、ボランティア支援班、大槌復旧建設班等を置き、
それぞれ救援・復興に向けた支援活動を行っています。本誌はボラン
ティア支援班が関わった活動記録です。

この他、室では教育活動、社会連携活動の一環として実施されている
救援・復興支援にかかわるプロジェクトについて、登録プロジェクトと
して取りまとめ、その活動を支援しています。コミュニティケア型仮設
住宅の設置（釜石市、遠野市）、「希望学」の視点からの復興支援（釜
石市）、保健師による全戸家庭訪問健康調査（大槌町）に加え、復興ま
ちづくりのための全面的な支援（大槌町）など、平成２４年５月１日現
在８５プロジェクトが展開されています。

今後も救援・復興支援室では、本学の使命の一つとして、本学構成員
の自発的な救援・復興活動を支援していきます。

～ 濱田純一総長あいさつ ～

東日本大震災というすさまじい災害、それに伴う原子力発電所の深刻
な事故の発生から、１年と２か月が経ちました。改めて、亡くなられた
方々に心から哀悼の思いを捧げるとともに、厳しい避難生活を余儀なく
されている皆さま方に心よりお見舞いを申し上げます。今回の大震災を
めぐる一連の出来ごとの中で、大学として取り組むべき課題や役割を再
認識し、復興・再生に向けて果たすべき役割の重さをかみしめています。

東京大学では、震災発生直後からさまざまな形で被災地への救援・復
興支援活動を行ってきましたが、初動が難しかったのが、ボランティア
活動に対する取組でした。個々の教職員や学生が、被災された方々のた
めに何かしたいと思っても、その受け皿が当初は大学に無く、個々人が
さまざまなボランティア団体と連絡をとって行動するという形になりま
した。

大学としてボランティア活動を組織していくためには、安全管理やロ
ジスティクスの問題、効果的な支援の見極めなど、十分な準備が必要と
なります。東京大学の歴史の中においても、今回のボランティア活動の
組織化はまったく手探りの状態から始めましたが、その手探りの活動を
継続していくことを通じて、個々人の思いを生かしていく支援体制が作
られてきました。

学生の皆さん、そして、この支援体制の確立と運営に大きな力を注いで
きた職員の皆さんに、敬意を表したいと思います。被災地の本格的な復
興までは長い道のりです。東京大学では、これからも長期にわたって、
被災地の復興や被災された方々への支援に向けた活動を持続的に展開し
ていくつもりです。

刊行にあたって

総長は、平成２４年３月１８日遠野市における講演で「人の絆、組織
の絆－「絆」を明日へ－」と題し、復興支援活動を力強く継続していく
ためには、人の思いと組織の思いの双方、人の絆と組織の絆の双方を
しっかり組み合わせて展開していく必要があると述べました。

こうした新しい取組みの中でボランティア活動に従事してきた教職員、
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災害ボランティア活動Ｑ＆Ａ

【1】被災地等でのボランティアの応募について

A. ボランティア活動に必要な服装・装備等は、内閣府や全国社
会福祉協議会のホームページ等でお知らせしているほか、本学環
境安全本部発行の「野外活動における安全衛生管理・事故防止
指針」でもお知らせしていますので、事前に確認してください。

Q１－２ ゴールデンウイーク中のボランティアの募集はどのような
状況でしたか？

Ｑ１－１ ボランティアへの応募は、どのようにすればよいのですか？

【関連リンク】
首相官邸災害対策：
http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r9852000001a5xh.html 
東日本大震災支援全国ﾈｯﾄﾜｰｸ：http://www.jpn-
civil.net/support/volunteer/post_3.html
和歌山県社会福祉協議会：http://www.wakayamakenshakyo.or.jp/
レスキューストックヤード：http://www.rsy-
nagoya.com/rsy/project/post-8.html
奈良ボランティアネット：http://www.nvn.pref.nara.jp/lets/7.html

A. 登録する災害ボランティアセンターにより、内容は異なるようで
す。被災したお宅での汚泥の除去、家具の搬出、周辺道路のがれ
きの撤去から、避難所での炊き出し、お年寄の世話、児童・生徒の
学習支援やスポーツ指導、心のケア、支援物品の仕分け、音楽演
奏など、さまざまです。日々、被災地でのボランティアへのニーズは
変化していますので、災害ボランティアセンター等の指示に従うよう
にしましょう。

Q２－２ .長期間の活動は可能ですか？

A. あまりにも長い期間の活動はお勧めしません。ボランティア活
動への参加は、肉体的にも精神的にも疲労を伴いますので、長い
場合でも１週間を目処としてください。

Ａ. ボランティアの募集は、被災地の災害ボランティアセンターやＮ
ＰＯ法人等が募集を行っていますが、場所によっては団体のみ受
け付け、個人参加を断っているところがありますので、事前にホーム
ページ等で調べるようにしてください。また、東京都や大田区等の
地方公共団体や日本財団、各大学生協を通じて全国大学消費生
活協同組合等でも募集を行っています。

【関連リンク】
内閣府：http://www.bousai.go.jp/vol/
文部科学省：
http://www.mext.go.jp/a_menu/saigaijohou/syousai/1304540.htm
全国社会福祉協議会：http://www3.shakyo.or.jp/cdvc/
日本赤十字社：http://www.jrc.or.jp/volunteer/index.html
東京都：
http://www.seikatubunka.metro.tokyo.jp/saigai.files/saigai.htm
２３区内ボランティアセンター：
http://www.rlj.co.jp/pole-pole/ikigai/bora_23kunai.htm
日本財団学生ボランティアセンター：http://www.gakuvo.jp/
東京大学消費生活協同組合：http://www.utcoop.or.jp/
遠野まごころネット：http://tonomagokoro.net/

A. ゴールデンウイーク中は、ボランティアの応募が集中し、個人で
の応募をお断りしたボランティアセンターがあるようです。事前に、
余裕をもって計画しましょう。

ちなみに、震災発生からゴールデンウイーク中にボランティア活
動に参加した人数は、大学に届け出のあったものとしては学生１１０
名、教職員２１名でした。

【2】 ボランティア活動の内容について

Q２－１ ボランティア.活動に必要な装備は何ですか？

Q２－３ どのような活動がありますか？

（ボランティア装備について） 図：レスキューストックヤードから掲載

※安全靴又は中敷きを入れた長靴が必要

Ｑ２－４ どのようなことに注意をしたらいいですか？

【関連リンク】
岩手県社会福祉協議会
：http://www.iwate-shakyo.or.jp/vc/vc04rescue/timing01.html
遠野まごころネット：http://tonomagokoro.net/?p=58
京都市下京区
：http://www.city.kyoto.lg.jp/shimogyo/page/0000012060.html

なお、被災地で活動中に古釘を踏んで破傷風に罹患した者がいる
ことや、避難所での活動中にインフルエンザやＯ１５７等の感染症に
罹患した者がいること等から、必要に応じて、あらかじめ診療所等で
予防接種を受けることや、怪我防止のため安全靴の準備あるいはス
チール製の靴の中敷きをホームセンター等で用意することをお勧め
します。また、アスベスト等を含む有害な粉じん対策のため、防じんマ
スクの着用が必要です。

ボランティアが、現地で保護、看護を受けるような事態になることは
絶対に避けましょう。

Q３－１ 被災地では、食料品などは流通していますか？

A. 被災地では今も、電気、ガス、水道、電話などのライフラインが
復旧していないところが.たくさんあります。 被災地でのボランティア
活動は、食事・水・宿泊場所等の確保を参加者に求める自己完結
型となっています。まずは、現地の災害ボランティアセンターの
ホームページ等で現地情報を確認して、十分な準備をしましょう。

なお、岩手県遠野市等の被災地の後方支援基地となっている場
所を宿泊所としている場合には、コンビニエンス・ストアや食堂、銭
湯等の利用が可能なところもありますが、事前に十分に確認してく
ださい。

【3】 活動拠点について

A. 被災者の気持ちになって対応することが必要です。使えなく
なった家財道具であっても、ご家族の想い出が詰まっていますの
で、粗雑に扱うことは止めましょう。）
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ボランティア活動支援の記録

１、東京大学ボランティア隊の派遣（夏季）

２、学習支援ボランティアの派遣

（陸前高田市「学びの部屋」／大熊町）

３、ボランティア活動報告会

４、ボランティア活動支援金

５、ボランティア情報ホームページ開設
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蔭山達矢農学系教務課長からの報告

濱田総長による挨拶

（３）参加者説明会

（学内広報掲載記事）

ボランティア隊参加者への説明会が開催される

平成２３年７月２８日（木）１７時３０分から、本学本郷キャンパス工学
部２号館２１３講義室において、ボランティア隊参加者のための説明
会が開催された。

本学では、夏季の休業期間に岩手県遠野市を拠点として沿岸地
域における救援・復興支援活動を希望する学生及び教職員による
ボランティア隊の募集を行った。８月に３班、９月に２班を編成するこ
ととし、往復の交通手段や宿泊場所の確保等の支援を行う。各班の
定員は４５名であったが、各班最終締切日には定員を上回る５班合
計２５６名の参加希望者があった。

説明会では開会に先立ち、東日本大震災によって尊い命を失っ
た多くの人々に謹んで哀悼の意を表し、黙祷を捧げた後、濱田純一
総長から挨拶があり、参加者への励ましとボランティア活動への期
待が述べられた。

続いて、東日本大震災以降ボランティア活動５回の経験をもつ蔭
山達矢農学系教務課長と、説明会直前に公益団体企画のボラン
ティアに参加した教育・学生支援部の市村桃子さんから被災地の現
状やボランティア参加者の心構えなどが報告され、参加者に有益な
情報が提供された。

その後、川久保亨ボランティア支援担当課長、浅野公一学生支援
課長から、今回のボランティア隊の日程や注意事項等の説明があっ
た後、全体を通し質疑応答があり、各班に分かれて自己紹介し、顔
合わせを行った。

最後に、武藤芳照学生担当理事・副学長（救援・復興支援室ボラ
ンティア支援班担当）から閉会の挨拶があり、終了した。

なお、第１班は８月３日（水）～８月７日（日）までの４泊５日の日程
でボランティア活動を行う予定である。

教育・学生支援部 市村桃子さんからの報告
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（４） 参加者のしおり （抜粋）

ボランティア隊
参加者のしおり

平成２３年７月２８日
東京大学救援・復興支援室ボランティア支援班

２．活動日程
※ 道路事情や天候等により変更になる場合があります。

第１日目
７：３０ 集合（東京大学本部棟前）
８：００ 出発

車中又は休憩所にて昼食（各自負担）
適宜休憩

１７：００ 遠野市着（遠野分室で鍵の受領）
副隊長以下は、入浴施設にて入浴、夕食など（各自負担）
スーパー、コンビニ等で翌日の朝食等の買出し（各自負担）

※隊長、随行者は、１８：３０から遠野まごころネットでの「代表者ミー
ティング」に参加

２０：００ 宿泊場所（遠野市コミュニティセンター）到着
適宜、連絡事項の伝達、ミーティング等

２２：００ 就寝

第２～３日目
５：３０ 起床・洗面・朝食・片付け
６：３０ バスにて宿泊場所を出発（途中、コンビニ等で昼食・飲み

物の調達）
７：１５ 遠野まごころネット（遠野市総合福祉センター）にて朝礼、

体操
８：００ 移動
９：３０～１５：００ 作業に従事（昼食）

１５：００ 移動
１６：３０ 遠野まごころネットに帰着、用具の清掃等
１７：３０ 一般ミーティング（初めての人は必ず参加）
１８：３０ 代表者ミーティング（隊長、随行者出席）

（空き時間に近隣施設で夕食、翌朝食等の調達も可能）
１９：３０ バスにて入浴施設に移動、入浴・夕食等
２０：３０ 宿泊場所へ移動（途中、コンビニ等へ寄る予定）

適宜、連絡事項の伝達、ミーティング等
２２：００ 就寝

（目 次）
・・・間期動活１ 3
・・・表程日・程日動活２ 3

３ 参加者名簿（班別）
・・・等項事意注４ 11
・・・ 6

・ 活動するにあたっての心構え
・ 地震発生時の注意事項
・ 急病等発生時の注意事項
・ コミュニティセンター（集会場）の利用について
・ 関係機関・施設

５ 事前準備と持ち物
ボランティア活動について
ボランティア保険への加入について
予防接種について
大学への届出
持ち物
６ こんな時はどうする（Q＆A） ・・・ 27

参考資料
① 遠野まごころネットの登録カード、参加申込書・誓約書
② 生協で販売しているボランティア活動グッズリスト

１．活動期間

第１班 平成２３年８月３日(水)～８月７日(日)
＜４泊５日(うち車中１泊)＞

第２班 平成２３年８月９日(火)～８月１３日(土)
＜４泊５日(うち車中１泊)＞

第３班 平成２３年８月２４日(水)～８月２８日(日)
＜４泊５日(うち車中１泊)＞

第４班 平成２３年９月３日(土)～９月７日(水)
＜４泊５日(うち車中１泊)＞

第５班 平成２３年９月１８日(日)～９月２２日(木)
＜４泊５日(うち車中１泊)＞

※ 各班とも、最終日は早朝（６時頃）に東京大学本部棟前に
到着予定です。

第４日目
５：３０ 起床・洗面・朝食・片付け
６：３０ バスにて宿泊場所を出発

（途中、コンビニ等で昼食・飲み物の調達）
７：１５ 遠野まごころネット（遠野市総合福祉センター）にて

朝礼、体操
８：００ 移動
９：３０～１５：００ 作業に従事（昼食）

１５：００ 移動
１６：３０ 遠野まごころネットに帰着、用具の清掃 等
１８：３０ 代表者によるミーティング（隊長、随行者出席）

（空き時間に近隣施設で夕食等の調達も可能）
１９：３０ バスにて入浴施設に移動、入浴・夕食等
２０：３０ 宿泊場所へ移動（帰り仕度、鍵の返却等）
２１：３０ 現地出発（夜行バス）

第５日目
６：００ 大学到着・解散

（参考）現地への移動手段

「東京～遠野市（往復）」及び「遠野市内～活動場所」の移動
は、大学が借り上げる大型バスで行います。（バス利用に係る参
加者の負担はありません。）

・・・ 20
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活動するにあたっての心構え

（１）ボランティア活動は自己責任・自己完結が原則です。事前
に自分自身でも十分な情報収集・確認を行い、水・食料・常備
薬・適切な服装・保険等、必要な備えをして被災地に入りましょ
う。

（２） 復旧や復興の主役は被災された方です。ボランティアは

それをサポートする存在であるという原則を忘れないように心
がけましょう。

（３）被災された方と話をする際は、相手と同じ目の高さに自分
の姿勢を合わせて、自然に接することを心がけましょう。

（４） 仲間内の話での笑い声が、被災された方の誤解を招くこ
ともあります。言動などへの気配りを忘れないようにしましょう。

（５）写真やビデオ撮影をする場合は、被災された方や被災地
の気持ちを配慮して行うようにし、被災された方が特定できる
写真は、その方の了解を得てからにしましょう。

（６）団体行動が原則となります。仲間とよく話し合い、一人で作
業を抱え込まないようにしましょう。また、単独での行動は避け
ましょう。

（７）作業がない場合も少なからずありますが、むりやり行動す
ると被災地が混乱します。「待つのもボランティア活動」だと考
えましょう。

（８）被災された方の立場をできるだけ理解し、自分の判断を押
しつけるようなことは避けましょう。また、必要以上に自分の経
験や考えを振りかざすことは避けましょう。

（９）ボランティア活動は、やってあげるのではありません。自分
のやりたいことをやるのではなく、できることをやらせてもらうと
心得ましょう。

[安全面]
（10）活動するためには災害保険の加入が必須です。お住ま
いの地域の社会福祉協議会で加入できますので、事前に各自
で「災害ボランティア保険(天災Ｂプラン)」に加入するようにしま
しょう。

（11）ケガによる破傷風や感染症の罹患に備え、「予防接種」を
受けましょう。

（12）自分の体調を見極めよう。調子が悪い時は「活動しない」
も選択肢です。おかしいなと感じたら、活動をやめてリーダーに
伝えましょう。

（13）暑い時期は特に、水分を十分に用意し、こまめにとります。
また、汗をかいたら塩分の摂取にも留意しましょう。

（14）活動が終わったら、熱い気持ちをクールダウン。報告で
はヒヤリ・ハッとした経験なども伝えましょう。しっかり寝て翌日
も元気に起きましょう。

地震発生時の注意事項

（バス乗車時に地震が発生したら）

・走行中に地震が発生した場合、運転手の判断により車を路肩に停
車させますが、運転 手の指示に従って車内で待機してください。

・地震が収まり、運転手の指示により車外へ待機する場合には、バ
スの前方の路肩で待機してください。特に、高速道路では、むやみ
に走行車線に出ると危険ですので、決して走行車線には出ないでく
ださい。

（ボランティア活動中に地震が発生したら）

・活動場所に到着したら、直ちに避難経路、避難場所の確認を行っ
てください。

・屋外で活動中に地震が発生したら、頭上の落下物の危険のない場
所へ退避してください。
揺れが収まりましたら、地元の防災無線による指示等に従ってくだ
さい。

・沿岸地域で活動中の場合には、揺れが収まりましたら地元指定の
高台の避難所へ退避して ください。 避難経路や避難場所が不明

の場合には、最寄りの裏山やコンクリート製の高層建 物（できれば
４階以上が望ましい）に避難してください。

・体育館等の避難所で活動中に地震が発生したら、天井構築物や
照明器具等の落下に注意 するとともに、避難所責任者の指示に
従ってください。

・余震が想定される場合には、揺れが収まってから屋外に退避してく
ださい。

・自身の安全確保と同時に、子供や高齢の避難者の誘導等にも心
がけてください。

（コミュニティセンターで地震が発生したら）

・コミュニティセンターに到着したら、直ちに避難経路、避難場所の確
認を行ってください。

・コミュニティセンターは、平屋建てのしっかりした建物ですので、窓
ガラス等の破損の危険の ない所で、落ち着いて揺れが収まるのを
待ってください。

・台所でコンロを使用中の場合には、直ちに火を止めてください。そ
の際、やけどをすることの ないよう、注意してください。

・万一、火災が発生してしまったら、直ちに備え付けの消火器を使用
して初期消火に努めてく ださい。同時に、消防署（１１９番）へ緊急
連絡を行ってください。

・コミュニティセンターの周辺には空き地があります。余震が想定さ
れるようでしたら、揺れが収 まった後、外へ退避してください。

・遠野市の防災無線による指示がありましたら、落ち着いてその指
示に従ってください。

（総合福祉センター等で地震が発生したら）

・上記の「コミュニティセンターで地震に発生したら」を参考にしつつ、
遠野まごころネットの職員 の指示に従ってください。

東北地方では、今もかなり強い余震が度々発生していますので、
地震や津波に十分注意して行動してください。

４．注意事項等
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E-mail volunteer-jimu@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
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２．活動期間

○ Ａ班 平成２３年１２月２６日(月)～１２月２９日(木)
＜３泊４日＞

○ Ｂ班 平成２４年１月６日(金)～１月９日(月)＜３泊４日＞

１．学習支援ボランティアの参加にあたって

○学習支援ボランティアの活動について

「学びの部屋」は、「陸前高田市教育委員会」及び「一般社団
法人子どものエンパワメントいわて」が主催する事業で、東日
本大震災によって、学習環境を失った子どもたちが安心して過
ごせる空間を提供する場所です。今回の学習支援ボランティア
活動は、その学びの部屋において、自習を基本とする小・中学
生の学習サポートをするというもので、市職員の学習支援員並
びに岩手県立大学、立教大学及びＮＰＯ法人いわてGINGA-
NET等の学生ボランティアと共に活動していただきます。

活動に当たっては、ボランティアの理念に沿って自己責任・
自己完結が原則となります。また、活動内容については、陸前
高田市教育委員会及び一般社団法人子どものエンパワメント
いわてに委ねていますので、その指示に従ってください。

３．活動日程
【１日目】東京から遠野市へ

１１：３０ 集合（ＪＲ東京駅東北新幹線ホーム）
１１：４０ 東京駅 出発（ＪＲ新幹線やまびこ59号）

※１ 新幹線内で昼食
（各自用意。以下、食事は全て各自で用意ください。※２）
１４：４０ 新花巻 到着（乗換）
１４：４７ 新花巻 出発（ＪＲ釜石線・釜石行）
１５：４３ 遠野駅着 遠野分室（遠野市役所内）へ

：徒歩10分（別紙遠野市周辺MAP参照）

※遠野分室に職員がおりますので、宿泊場所である遠野東大セ
ンターの施錠や注意事項をよく聞いてください。
１６：００ 宿泊場所（遠野東大センター）着

適宜、ミーティング等
夕食（各自用意）

※翌日の朝食及び昼食を各自用意しましょう。（センターの近く
に三丸屋というスーパーがありますのでご利用ください。）
※入浴は、センター内の浴室を交代で使用してください。
２２：００ 就寝

（４）参加者のしおり（抜粋）

「学びの部屋」
学習支援ボランティア

参加者のしおり

平成２３年１２月２１日
東京大学救援・復興支援室ボランティア支援班

目 次

１、学習支援ボランティアの参加にあたって ・・・ 1
・・・間期動活、２ 2
・・・３、活動日程・日程表 2～5
・・・）別班（簿名者加参、４ 6
・・・等項事意注、５ 7～12

・ 活動するにあたっての心構え
・ 地震発生時の注意事項
・ 急病等発生時の注意事項
・ 遠野東大センターの利用について

・・・物ち持と備準前事、６ 13

・・・ 14～15

１ ボランティア活動について
２ ボランティア保険への加入について
３ 大学への届出
４ 持ち物
５ 食事・入浴について

７、こんな時はどうする（Q＆A）

参考資料
関係機関・施設
遠野市周辺MAP
陸前高田市MAP
学びの部屋とは

○活動にあたっての活動概要・注意事項等について
（１日目）：東京駅から遠野市へ

※宿泊場所：遠野東大センター

・参加者が全員いるか確認してください。団体行動するようにこ
ころがけましょう。

・遠野駅に着いたら、救援・復興支援室遠野分室（遠野市役所
内）へ向かってください。
（２日目）：陸前高田市「学びの部屋」にてボランティア活動

・遠野東大センターから学びの部屋の間は送迎用のバスを用意
しています。Ａ班は７時３０分、Ｂ班は７時に出発予定ですので、
集合時間前には必ず出発する準備をしてください。
・活動内容については事前にご連絡いたします。
・活動場所に持っていくもの

□救急バッグ □筆記用具 □昼食 □飲み物
□お風呂セット □貴重品等 □デジカメ □腕章

・活動中は東京大学の腕章（水色）をつけてください。

・送迎用バスの運転手に帰りの集合時間、集合場所を必ず確認
してください。

・救急バッグは、必ず活動場所に持参し、帰るときは持ち帰るよ
うにしてください。
（３日目）：被災地現地調査

・送迎用バスの運転手には、釜石～大槌町方面を走行するよう
お願いしておりますが、時間内に他に行きたいところなどがあれ
ば、みなさんで協議の上、運転手に相談してください。
（４日目）：陸前高田市「学びの部屋」にてボランティア活動

～ 一ノ関駅から東京駅へ

・帰りは遠野東大センターには戻りませんので、朝の出発前に
清掃、ゴミの分別の再確認をしてください。

・帰りは、ＪＲ一ノ関駅から東京へ帰るため、帰り支度をしてバス
に乗り込みましょう。
・救急バッグは、帰りバスの中に置いておいてください。
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５．注意事項等
活動するにあたっての心構え

（１）ボランティア活動は自己責任・自己完結が原則です。事前に自
分自身でも十分な情報収集・確認を行い、活動場所での飲み物、食
べ物・常備薬・適切な服装・保険等、必要な備えをして被災地に入り
ましょう。

（２）復旧や復興の主役は被災された方です。

ボランティアはそれをサポートする存在であるという原則を忘れない
ように心がけましょう。

（３）被災された方と話をする際は、相手と同じ目の高さに自分の姿
勢を合わせて、自然に接することを心がけましょう。

（４）仲間内の話での笑い声が、被災された方の誤解を招くこともあり
ます。言動などへの気配りを忘れないようにしましょう。

（５）写真やビデオ撮影をする場合は、被災された方や被災地の気
持ちを配慮して行うようにし、被災された方が特定できる写真は、そ
の方の了解を得てから撮影しましょう。

（６）団体行動が原則となります。仲間とよく話し合い、一人で活動を
抱え込まないようにしましょう。また、単独での行動は避けましょう。

【２日目】陸前高田市「学びの部屋」にてボランティア活動

６：３０（Ｂ班は６：００）起床・朝食・片付け（朝食：各自用意。）
７：３０（Ｂ班は７：００）送迎用バスにより遠野東大センターを出発
（活動に持っていくもの）

□救急バッグ □デジカメ □筆記用具 □昼食
□飲み物 □お風呂セット □貴重品等 □腕章

８：４５（Ｂ班は８：１５） 陸前高田市「学びの部屋」到着

※バスは一度戻りますので、必ず運転手と帰りの時間・集合場所
を確認してください。
９：００～１５：００（Ｂ班は８：３０～１２：００）

学習支援活動に従事（昼食：各自用意）

１６：１５ 入浴施設（たかむろ水光園）にて入浴（～１７：００）

※帰りに大型スーパー（マーケットプレイスアクティ）に寄ることも
可能です。
※翌日の集合時間をバスの運転手と相互に確認してください。
なお、翌日の行き先については運転手と相談してください。

※翌日の朝食及び昼食を各自用意しましょう。
（センターに帰着後三丸屋を利用することも可能です。）

１７：３０ 遠野東大センターへ帰着
夕食
適宜、ミーティング等

２２：００ 就寝

【３日目】 被災地現地調査・見学

６：３０ 起床・朝食・片付け
※９時に出発しますので、掃除や片付け等を行ってください。

９：００～１５：００ バスにて被災地現地調査・見学（昼食：各自用
意）（釜石・大槌町など）
１６：００ 入浴施設（たかむろ水光園）にて入浴（～１７：００）

※帰りに大型スーパー（マーケットプレイスアクティ）に寄ることも
可能です。
※翌日集合時間をバスの運転手と相互に確認してください。
※翌日の朝食及び昼食を各自用意しましょう。
（センターに帰着後三丸屋を利用することも可能です。）

１７：００ 遠野東大センターへ帰着
夕食
適宜、ミーティング等

２２：００ 就寝

【４日目】陸前高田市「学びの部屋」にてボランティア活動 ～ 一
ノ関から東京へ
６：３０ 起床・朝食・片付け／帰り支度をする

※片付け等を行ってください。

７：３０ 送迎バスにより遠野東大センターを出発（帰り荷物の積
込）
（活動に持っていくもの）
□救急バッグ □デジカメ □筆記用具 □昼食
□飲み物 □お風呂セット □貴重品等 □腕章

８：４５ 陸前高田市「学びの部屋」到着
９：００～１５：００ 学習支援活動に従事（昼食：各自用意）
１６：３０ 送迎バスによりＪＲ一ノ関駅へ到着
※帰りの新幹線に乗る前に遠野分室（12/28は080-2373-1882、
1/9は080-1012-9827）に活動終了の連絡をお願いします。
１７：０６ 一ノ関駅 出発（ＪＲ新幹線はやて110号）
１９：２４ 東京駅 到着
※東京駅に到着したらボランティア支援班事務局（080-2373-
1881）にすべての行程終了の連絡をお願いします。

解散

※１ 往復のJRの乗車券・特急券及び現地でのボランティア活動

にかかる移動手段は大学で手配します。（往路：東京駅～遠野駅
復路：一ノ関駅～東京駅）

※２ 今回のボランティア活動に従事した後、後日活動報告書を
提出後、日当（１日当たり2,300円程度）が各個人の銀行口座に
振り込まれますので、食事代などに充当してください。

※３ 災害ボランティア保険は必ず出発前に各自で加入してくださ
い。（P11参照）

（７）活動がない場合も少なからずありますが、むりやり行動すると
被災地が混乱します。「待つのもボランティア活動」だと考えましょう。

（８）被災された方の立場をできるだけ理解し、自分の判断を押しつ
けるようなことは避けましょう。また、必要以上に自分の経験や考え
を振りかざすことは避けましょう。

（９）ボランティア活動は、やってあげるのではありません。自分の
やりたいことをやるのではなく、できることをやらせてもらうと心得ま
しょう。

[安全面]
（10）活動するためには災害保険の加入が必須です。お住まいの
地域の社会福祉協議会で加入できますので、事前に各自で「災害
ボランティア保険(天災Ｂプラン)」（東京都の場合は1000円）に加入
してください。

（11）自分の体調を見極めよう。調子が悪い時は「活動しない」も選
択肢です。おかしいなと感じたら、活動をやめてリーダーに伝えま
しょう。

（12）寒い時期なので、防寒など服装等に気をつけましょう。気温
が－10℃以下になることもある本格的な冬の気候です。（遠野市平
均気温 12月：－1.4℃ 1月：－1.6℃）帽子や手袋、マフラー、耳
あてなど着用しましょう。積雪も30㎝くらい積もることもあるそうです。

（13）活動が終わったら、熱い気持ちをクールダウン。報告ではヒ
ヤリ・ハッとした経験なども伝えましょう。しっかり寝て翌日も元気に
起きましょう。
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E-mail volunteer-jimu@ml.adm.u-tokyo.ac.jp

E-mail tohno-kyuenfukkou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
080-1012-9827 12/28 29 080-2373-1882

12/28 29

(1) 7.49
(2) 17.34 13.78 13.95
(3)

(1)

080-1012-9827
(2)

(3)
(4)

(1)
(2)

(3)

(1)
(2) WIN.Mac

0198-62-2111
115 080-1012-9827
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２、活動期間
（Ａ） 平成２４年 ２月１８日(土)～２月１９日(日) ＜１泊２日＞
（Ｂ） 平成２４年 ２月２５日(土)～２月２６日(日) ＜１泊２日＞
（Ｃ） 平成２４年 ３月 ３日(土)～３月 ４日(日) ＜１泊２日＞
（Ｄ） 平成２４年 ３月１７日(土)～３月１８日(日) ＜１泊２日＞

１、学習支援ボランティアの参加にあたって

○学習支援ボランティアの活動について

「学びの部屋」は、「陸前高田市教育委員会」及び「一般社団法
人子どものエンパワメントいわて」が主催する事業で、東日本大震
災によって、学習環境を失った子どもたちが安心して過ごせる空
間を提供する場所です。今回の学習支援ボランティア活動は、そ
の学びの部屋において、自習を基本とする小・中学生の学習サ
ポートをするというもので、市職員の学習支援員並びに岩手県立
大学等の学生ボランティアと共に活動していただきます。

活動に当たっては、ボランティアの理念に沿って自己責任・自己
完結が原則となります。また、活動内容については、陸前高田市
教育委員会及び一般社団法人子どものエンパワメントいわてに委
ねています。

３、活動日程

【１日目】東京から遠野市へ
１６：００ 宿泊場所（遠野東大センター）集合

適宜、ミーティング等
夕食（各自用意）

※本学職員から宿泊場所である遠野東大センターの利用について
の説明をしますので、施錠や注意事項をよく聞いてください。

※翌日の朝食及び昼食を各自用意しましょう。（センターの近くに
三丸屋、遠野駅の近くにとぴあというスーパーがあります。
コンビニは徒歩２０分ほど。）

※入浴は、センター内の浴室を交代で使用してください。
なお、遠野駅の付近に「亀の湯：390円」という銭湯もあります。

２２：００ 就寝

◎往路の例（新幹線の場合）※Ｐ４参照
１１：４０ 東京駅 出発（ＪＲ新幹線やまびこ59号）

新幹線内で昼食
１４：４０ 新花巻 到着（乗換）
１４：４７ 新花巻 出発（ＪＲ釜石線・釜石行）
１５：４３ 遠野駅着 遠野東大センターへ

：徒歩15分程度（別紙遠野市周辺MAP参照）

運賃：片道13,840円（乗車券8,510円 特別料金5,330円)

目 次

１、学習支援ボランティアの参加にあたって ・・・ 1
２、活動期間 ・・・ 2
３、活動日程・日程表 ・・・ 2～5
４、参加者名簿（班別） ・・・ 6
５、注意事項等 ・・・ 7～12
・ 活動するにあたっての心構え
・ 地震発生時の注意事項
・ 急病等発生時の注意事項
・ 遠野東大センターの利用について

６、事前準備と持ち物 ・・・ 13

・・・ 14～15

１ ボランティア活動について
２ ボランティア保険への加入について
３ 大学への届出
４ 持ち物
５ 食事・入浴について

７、こんな時はどうする（Q＆A）
参考資料
関係機関・施設
遠野市周辺MAP
陸前高田市MAP
学びの部屋とは

（３）参加者のしおり

「学びの部屋」
学習支援ボランティア

参加者のしおり

平成２４年２月１３日
東京大学救援・復興支援室ボランティア支援班

○活動にあたっての活動概要・注意事項等について
（１日目）：東京駅から遠野市へ ※宿泊場所：遠野東大センター
・必ず集合時間（16：00）に遠野東大センターに集合してください。

（現地にいる職員より、遠野東大センターの利用方法について
の説明があります。）
（２日目）：陸前高田市「学びの部屋」にてボランティア活動

～ 一ノ関駅から東京駅へ

・遠野東大センターから学びの部屋の間は送迎用のバスを用意
しています。

・活動内容については現地の学習支援員（陸前高田市職員）の
指示に従ってください。
・活動場所に持っていくもの

□救急バッグ □腕章 □デジカメ
□昼食 □飲み物

・活動中は東京大学の腕章（水色）をつけてください。（腕章の番
号を確認します）

・送迎用バスの運転手に帰りの集合時間、集合場所を必ず確認
してください。

・帰りは遠野東大センターには戻りませんので、朝の出発前に
清掃、ゴミの分別の再確認をしてください。

・帰りは、ＪＲ一ノ関駅から東京へ帰るため、帰り支度をしてバス
に乗り込みましょう。

・救急バッグ、腕章、デジカメは、帰りのバスの中に置いておい
てください。
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活動するにあたっての心構え

[全般]
（１）ボランティア活動は自己責任・自己完結が原則です。事前に
自分自身でも十分な情報収集・確認を行い、活動場所での飲み
物、食べ物・常備薬・適切な服装・保険等、必要な備えをして被災
地に入りましょう。

（２）復旧や復興の主役は被災された方です。ボランティアはそれ

をサポートする存在であるという原則を忘れないように心がけま
しょう。

（３）被災された方と話をする際は、相手と同じ目の高さに自分の
姿勢を合わせて、自然に接することを心がけましょう。

（４）仲間内の話での笑い声が、被災された方の誤解を招くことも
あります。言動などへの気配りを忘れないようにしましょう。

（５）写真やビデオ撮影をする場合は、被災された方や被災地の
気持ちを配慮して行うようにし、被災された方が特定できる写真
は、その方の了解を得てから撮影しましょう。

（６）団体行動が原則となります。仲間とよく話し合い、一人で活動
を抱え込まないようにしましょう。また、単独での行動は避けましょ
う。

（７）被災された方の立場をできるだけ理解し、自分の判断を押し
つけるようなことは避けましょう。また、必要以上に自分の経験や
考えを振りかざすことは避けましょう。

（８）ボランティア活動は、やってあげるのではありません。自分の
やりたいことをやるのではなく、できることをやらせてもらうと心得
ましょう。

[安全面]
（９）活動するためには災害保険の加入が必須です。お住まいの地
域の社会福祉協議会で加入できますので、事前に各自で「災害ボ
ランティア保険(天災Ｂプラン)」（東京都の場合は1000円）に加入し
てください。

（10）自分の体調を見極めよう。調子が悪い時は「活動しない」も
選択肢です。おかしいなと感じたら、活動をやめてリーダーに伝え
ましょう。

（11）寒い時期なので、防寒など服装等に気をつけましょう。気温
が－10℃以下になることもある本格的な冬の気候です。（遠野市
平均気温 12月：－1.4℃ 1月：－1.6℃ ２月：－１℃）帽子や手
袋、マフラー、耳あてなど着用しましょう。積雪も30㎝くらい積もるこ
ともあるそうです。

[学習支援ボランティア]
（12）公の活動であるため、本学の学生として言動や行動に注意し
ましょう。

（13）今後の本学の学習支援ボランティアに生かすため、活動後に
ボランティア活動報告書を提出してください。

（14）学習をサポートすることと同時に、児童・生徒たちに友達と集
まる場所を提供するという意味もあります。1日という短期間ではあ
りますが、児童・生徒たちと一緒に過ごす時間を楽しみましょう。

地震発生時の注意事項

（バス乗車時に地震が発生したら）

・走行中に地震が発生した場合、運転手の判断により車を路肩に
停車させますが、運転 手の指示に従って車内で待機してくださ
い。

地震が収まり、運転手の指示により車外へ待機する場合には、バ
スの前方の路肩で待機してください。特に、高速道路では、むや
みに走行車線に出ると危険ですので、決して走行車線には出な
いでください。

（ボランティア活動中に地震が発生したら）

・活動場所に到着したら、直ちに避難経路、避難場所の確認を
行ってください。

・屋外で活動中に地震が発生したら、頭上の落下物の危険のない
場所へ退避してください。
揺れが収まりましたら、地元の防災無線による指示等に従ってく

ださい。

・沿岸地域で活動中の場合には、揺れが収まりましたら地元指定
の高台の避難所へ退避してください。 避難経路や避難場所が不

明の場合には、最寄りの裏山やコンクリート製の高層建物（でき
れば４階以上が望ましい）に避難してください。

・体育館等の避難所で活動中に地震が発生したら、天井構築物
や照明器具等の落下に注意 するとともに、避難所責任者の指
示に従ってください。

・余震が想定される場合には、揺れが収まってから屋外に退避し
てください。

・自身の安全確保と同時に、子供や高齢の避難者の誘導等にも
心がけてください。

【２日目】陸前高田市「学びの部屋」において学習支援活動
～ 一ノ関から東京へ

６：３０ 起床・朝食・片付け／帰り支度をする
※片付け等を行ってください。

７：３０ 送迎用バスにより遠野東大センターを出発
（帰り荷物の積込）

（活動に持っていくもの）
□救急バッグ□腕章□デジカメ □昼食 □飲み物

８：４５ 陸前高田市「学びの部屋」到着
９：００～１５：００ 学習支援活動に従事（昼食：各自用意）

１７：３０ 送迎用バスによりＪＲ一ノ関駅へ到着、解散

◎復路の例（新幹線の場合）※Ｐ４参照
１８：０６ 一ノ関駅 出発（ＪＲ新幹線はやて112号）
２０：２４ 東京駅 到着

運賃：片道12,470円（乗車券7,140円 特別料金5,330円)

※１ 現地（遠野東大センター～陸前高田市活動場所～一ノ関駅）
のボランティア活動にかかる移動手段（送迎用バス）は大学で
手配します。

※２ 今回のボランティア活動に従事した後、学習支援ボランティア
活動報告書を提出願います。

※３ 東京～遠野、一ノ関～東京の交通費については、活動終了
後に「ボランテイア活動支援金」を請求することにより、２万円
を上限とする実費額が補助されます。 （別紙参照）

※４ 災害ボランティア保険は必ず出発前に各自で加入してくださ
い。（P１３参照）

５、注意事項等
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E-mail volunteer-jimu@ml.adm.u-tokyo.ac.jp

E-mail tohno-kyuenfukkou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
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http://www.u-tokyo.ac.jp/campusmap/cam01_00_19_j.html 
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（３）参加者のしおり（抜粋）

福島県
学習支援ボランティア

参加者のしおり

平成２４年３月１９日
東京大学救援・復興支援室ボランティア支援班

２．活動期間
平成２４年３月２３日(金)～３月３０日(金) ＜７泊８日＞

１．学習支援ボランティアの参加にあたって
○学習支援ボランティアの活動について

「福島県大熊町の避難生徒への学習支援」は、大熊町教育委員
会からの要請により、同町から会津若松市に避難している大熊
中学校の生徒（仮設住宅、借上げ住宅、旅館、ホテル等で避難
生活中）を対象として、英語・数学の学年別教室や自習形式で
の教室における学習サポートを行うものです。

プリント学習が主となりますが、教室の分け方やタイムスケ
ジュール、学習サポートの進め方や分担等はすべて任される予
定ですので、リーダーを中心に話し合って決めてください。

なお、初日の開講時には自己紹介や学習方法等の話題提供に
より生徒との親睦を図っていただくとともに、１日１時間程度のレ
クリェーションやフリータイムを組み込んでいただき、それらの企
画・実施をお願いします。

活動場所の大熊中学校は、会津若松市内の大熊町役場会津若
松出張所の２階に設置されており、宿泊場所の会津自然の家か
ら、無料の送迎バスにより毎日通っていただくことになります。

また、期間中の学習支援活動終了後に、宿泊所の会津自然の
家において、同施設近隣の中学生・高校生との交流会（２時間
程度）を行って欲しい旨の要請がありましたので、是非参加をお
願いします。

３．活動日程

３月２３日（金）（移動日）
１５：００ 会津若松駅に集合（現地集合）→大熊中学校へ移動
１５：２０ 大熊中学校（大熊町教育委員会２F）に到着後

打合せ等
１６：２０ 送迎バスにより大熊中学校から会津自然の家へ移動
１７：００ 会津自然の家に到着

オリエンテーション、夕食、入浴、適宜ミーティング等
２２：００ 就寝

３月２４日（土）～３月２９日（木）（活動日／ただし３月２８日は休校）
６：００ 起床、洗面、清掃等
７：２０ 朝食、出発準備等
８：２０ 送迎バスにより会津自然の家を出発
９：００～１５：００ 学習支援活動（昼食持参／生徒と一緒に）

１６：００ 送迎バスにより会津自然の家に到着
夕食、入浴、適宜ミーティング等

（18:30～20:30期間中に１回(25日)、
近隣の中学生・高校生との交流会）

２２：００ 就寝
（活動に持っていくもの） □救急バッグ □腕章 □名札 □デジカメ

□運動靴（室内レク用） □昼食 □飲み物

３月３０日（金）（活動及び移動日）
６：００ 起床、洗面、清掃等／帰り支度をする
７：２０ 朝食、出発準備等
８：２０ 送迎バスにより会津自然の家を出発
９：００～１５：００ 学習支援活動（昼食持参／生徒と一緒に）

１６：００ 活動終了後に会津若松駅へ（現地解散）

目 次

１．学習支援ボランティアの参加に当たって ・・・ 1
・・・間期動活．２ 2
・・・３．活動日程・日程表 2～3
・・・簿名者加参．４ 5
・・・等項事意注．５ 6～9

・ 活動するに当たっての心構え
・ 地震発生時の注意事項
・ 急病等発生時の注意事項

・・・物ち持と備準前事．６ 10

・・・

１ ボランティア活動について
２ ボランティア保険への加入について
３ 大学への届出
４ 持ち物
５ 食事・入浴について

７．こんな時はどうする（Q＆A） 11～12

参考資料
関係機関・施設
大熊中学校（大熊町役場会津若松出張所）周辺MAP
福島県会津自然の家～大熊中学校のＭＡＰ
福島県会津自然の家利用の手引き

○活動の概要

３月２３日（金）東京駅から会津若松市へ
★集合時間：１５：００（厳守）
★集合場所：会津若松駅（大熊中学校で紹介、打合せ

～会津自然の家）
★宿泊場所：福島県会津自然の家

３月２４日（土）～２９日（木）（２８日は休校）
大熊中学校において学習支援活動

★活動内容（予定）
１）自学自習の質問応答形式によるサポート
２）プリント学習形式によるサポート

（１時間ごとに復習テスト（プリント）を実施⇒自己採点後質問⇒
説明）。
復習テスト（プリント）は大熊町教育委員会が用意。

途中、１時間程度の東大生企画（講演・レクリエーションなど）の
実施。

３月３０日（金）学習支援活動終了後、会津若松市から東京へ
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地震発生時の注意事項

（バス乗車時に地震が発生したら）

・走行中に地震が発生した場合、運転手の判断により車を路肩に
停車させますが、運転手の指示に従って車内で待機してください。

・地震が収まり、運転手の指示により車外で待機する場合には、バ
スの前方の路肩で待機してください。特に、高速道路では、むやみ
に走行車線に出ると危険ですので、決して走行車線には出ないで
ください。

（ボランティア活動中に地震が発生したら）

・活動場所に到着したら、直ちに避難経路、避難場所の確認を行っ
てください。

・屋外で活動中に地震が発生したら、頭上の落下物の危険のない
場所へ退避してください。揺れが収まりましたら、地元の防災無線
による指示等に従ってください。

・沿岸地域で活動中の場合には、揺れが収まりましたら地元指定
の高台の避難所へ退避してください。 避難経路や避難場所が不

明の場合には、最寄りの裏山やコンクリート製の高層建物（できれ
ば４階以上が望ましい）に避難してください。

・体育館等の避難所で活動中に地震が発生したら、天井構築物や
照明器具等の落下に注意するとともに、避難所責任者の指示に
従ってください。

・余震が想定される場合には、揺れが収まってから屋外に退避して
ください。

・自身の安全確保と同時に、子供や高齢の避難者の誘導等にも心
がけてください。

※１ 東京駅～会津若松駅の移動は、各自ＪＲ等を利用し、領収書
又は切符購入証明を保管しておいてください。活動終了後に「ボラ
ンティア活動支援金」を請求することにより、2万円を上限とする交
通費相当額が補助されます。（別紙参照）

※２ 初日及び最終日の会津若松駅～大熊中学校の移動は、タク
シーの相乗りでお願いします。※１同様に、代表者が領収書を保管
し、同支援金の請求に加えてください。

※３ 会津自然の家～大熊中学校の移動は、会津自然の家所有
の送迎バス（無料）を利用します。

※４ 学習支援活動が終了した後、速やかに「学習支援ボランティ
ア活動報告書」を提出願います。
※５ 食事・飲み物代は、すべて各自の負担となります。
朝食（410円）・夕食（560円）は、会津自然の家の食事（バイキング

形式）をとっていただきます。昼食は、大熊中学校の生徒と一緒に
とっていただきますが、弁当等の調達方法は参加者相互で話し
合って決めてください。近所に配達可能な弁当屋も幾つかあるので、
利用が可能です。

※６ 会津自然の家の生活の注意事項は参考資料を参照してくだ
さい。

※７ 災害ボランティア保険は必ず出発前に各自で加入してくださ
い。

５．注意事項等

活動するに当たっての心構え
[全般]
（１）ボランティア活動は自己責任・自己完結が原則です。事前に
自分自身でも十分な情報収集・確認を行い、活動場所での飲み
物、食べ物、常備薬、適切な服装、保険等、必要な備えをして被
災地に入りましょう。

（２） 復旧や復興の主役は被災された方です。

ボランティアはそれをサポートする存在であるという原則を忘れな
いように心がけましょう。

（３）被災された方と話をする際は、相手と同じ目の高さに自分の
姿勢を合わせて、自然に接することを心がけましょう。

（４） 仲間内の話での笑い声が、被災された方の誤解を招くことも
あります。言動などへの気配りを忘れないようにしましょう。

（５）写真やビデオ撮影をする場合は、被災された方や被災地の
気持ちを配慮して行うようにし、被災された方が特定できる写真は、
その方の了解を得てから撮影しましょう。

（６）団体行動が原則となります。仲間とよく話し合い、一人で抱え
込まないようにしましょう。また、単独での行動は避けましょう。

（７）被災された方の立場をできるだけ理解し、自分の判断を押し
つけるようなことは避けましょう。また、必要以上に自分の経験や
考えを振りかざすことは避けましょう。

（８）ボランティア活動は、やってあげるのではありません。自分の
やりたいことをやるのではなく、できることをやらせてもらうと心得
ましょう。

（11）寒い時期なので、防寒など服装等に気をつけましょう。帽子
や手袋、マフラーなど着用しましょう。

＜会津地方の気候＞会津若松市

（福島県HPより）

[学習支援ボランティア]
（12）公の活動であるため、本学の学生として言動や行動に注意
しましょう。

（13）今後の本学の学習支援ボランティアに活かすため、活動後
にボランティア活動報告書を提出してください。

（14）学習をサポートすることと同時に、生徒たちに友達と集まる

場所を提供するという意味もあります。レクリェーション企画等を
通じて生徒たちと一緒に過ごす時間を楽しみましょう。

[安全面]
（９）活動するためには災害保険の加入が必須です。お住まいの
地域の社会福祉協議会で加入できますので、事前に各自で「災
害ボランティア保険(天災Ｂプラン)」（東京都の場合は1000円）に
加入してください。

（10）自分の体調を見極めよう。調子が悪い時は「活動しない」も
選択肢です。おかしいなと感じたら、活動をやめてリーダーに伝え
ましょう。
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E-mail volunteer-jimu@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
volunteer1882@docomo.ne.jp

1)

2)

1,000

17 00 21 30
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Q&A

Q-1
A

17

E-mail volunteer-jimu@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
volunteer1882@docomo.ne.jp

Q-2
A

Q-3
A

Q-4
A

-5
A

2,000
2,000
11,000
6,370

-
A

LAN

-
A

-

A

-

A
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2

23 12 623 12 6

2

HP
http://www.u-tokyo.ac.jp/public/recovery/volunteer_j.html

Tel 03-5841-2524 22524
E-mail volunteer-jimu@ml.adm.u-tokyo.ac.jp



56



57

ボランティア活動状況調査の結果

１、第１回学生の活動状況調査

２、第１回教職員の活動状況調査

３、第２回学生の活動状況調査

４、第２回教職員の活動状況調査
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関連通知
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http://www.u-
tokyo.ac.jp/public/anti_disaster_20110311_03_j.html

HP

http://www.shakyo.or.jp/saigai/touhokuzisin.html
http://www.jrc.or.jp/volunteer/index.html
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(1)

http://www.bousai.go.jp/volunteer/index.html
http://www.shakyo.or.jp/saigai/touhok

uzisin.html
http://www.jrc.or.jp/volunteer/index.html

(2)

(3)

http://jees.or.jp/gakkennsai/ind
ex.htm

www.fukushihoken.co.j
p/volunteer/menu.html

www.sportsanzen.org/hoken/hoken1.ht
ml
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組織・メンバー・編集後記
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平成２３年４月１１日
総 長 裁 定

東日本大震災への対応に関する東京大学の組織体制「東日本大震災に関する救援・復興支援室」の設置について

１．趣旨

東日本大震災の被災地域からの期待に応じ 東京大学（以下「本東日本大震災の被災地域からの期待に応じ、東京大学（以下「本
学」という。）として救援活動を支援するとともに、大学の社会貢献の
一環として、当該地域における震災からの復興に向けた支援を行うた
め、東日本大震災に関する救援・復興支援室（以下「室」という。）を設
置する。

２．任務
室は、次の任務を行う。

（１）救援・復興支援に関する全学的な基本方針の企画立案及び評価（１）救援・復興支援に関する全学的な基本方針の企画立案及び評価

（２）救援・復興支援に携わる本学関係者等の取組みの情報収集・発
信及び連絡調整

（３）救援・復興支援に関する外部からの相談・要望に係る連絡調整
及び対外的な情報発 信

３．構成
（１）室長は、総長が指名する理事をもって充てる。

（２）副室長は 理事 副学長等のうちから 室長が指名する者をもっ（２）副室長は、理事、副学長等のうちから、室長が指名する者をもっ
て充てる。
（３）室員は、教職員のうちから、室長が指名する者をもって充てる。

務（４）室長は、任務の遂行に当たって必要と認める場合、室の下に班を
設置することができる。

４．その他
室の庶務は、関係各課の協力を得て、本部企画課が担当する。

平成２３年５月２６日平成２３年５月２６日
救援・復興支援室

班の設置について班 設置

「東日本大震災に関する救援・復興支援室」の設置について（平成２３年４月１１日付
け総長裁定） ３ （４）に基づく班 設置に ては 以下 とおりとするけ総長裁定）の３．（４）に基づく班の設置については、以下のとおりとする。

１ 班の構成１．班の構成
（１）班長は、室員の中から室長が指名する。
（２）班長は、担当役員の下、班の運営を統括する。
（３）班員は、教職員のうちから、班長が指名する者をもって充てる。
（４）班長は、班員の他、教職員及び学生のうちから、協力者を参加させることができる。

２ 班の種類２．班の種類
班の名称、任務、庶務担当課は、別表のとおりとする。

別表

名 称 任 務 庶務担当

別表

名 称 任 務 庶務担当

び ボ

ボランティア支援班

１．学生及び教職員によるボランティア活動に対する支援策の策定
２．ボランティア活動に関する各種情報の収集及び学内への広報
３ ボランティア活動を行う個人 団体等の把握と情報の提供

学生支援課
(人事企画課)

ボランティア支援班 ３．ボランティア活動を行う個人、団体等の把握と情報の提供
４．ボランティア活動を行う個人、団体等に対する支援
５．その他、ボランティア活動を支援するために必要な事項、 動 援 項



東日本大震災に関する救援・復興支援室
ボランティア支援班の構成

※班の庶務は、人事企画課と連携して学生支援課が担当する。

所属 ・ 職名 氏 名 備 考

担当役員 理事・副学長 武藤 芳照

担当役員補佐 医学系研究科教授 宮川 清 総長補佐

〃 人文社会系研究科准教授 小林 真理 〃

〃 情報理工学系研究科教授 駒木 文保 〃

班 長 教育・学生支援部長 富田 靖博

班 員 学生支援課長 浅野 公一

〃 人事企画課長 東 高之

〃 ボランティア支援担当課長 川久保 亨

〃 教養学部事務部学生支援課長 高橋 喜博 駒場キャンパス

〃 新領域創成科学研究科事務長 武井 和夫 柏キャンパス

〃 企画課副課長 鈴木 和仁

〃 学生支援課係長 高鳥 国之

〃 人事企画課係長 服部 斎

〃 学務課職員 市村 桃子

〃 学生支援課職員 土井 達雄

編集後記

昨年４月に本学に赴任し、ボランティア支援班長を仰せつかりましたが、本学初の試みとなる取組であり、試行錯誤の連続
でした。 ボランティア支援の基本方針の策定に始まり、既に自主的に活動している学生等もいたことから、まずはリスク回避を
主眼とした「災害ボランティア活動Ｑ＆Ａ」を作成し、ホームページに掲載しました。また、ゴールデンウイークに活動を計画し
ている学生及び教職員の参考に資するため、震災直後のボランティア活動経験のある方々からのアドバイスを提供すべく、「
ボランティア活動報告会」も開催しました。夏には、「ボランティア隊」として５班、総勢２２０名の学生及び教職員の方々を岩手
県沿岸被災地に派遣しました。筆者も第１班に随行者として参加し、岩手県大槌町内でのがれきの撤去等の活動に加わりま
したが、学生が率先して側溝に入っていくところをみて、東大生の「タフさ」を強く感じました。また、地元の方々からのお礼の
お言葉等をいただいたほか、濱田総長にはすべての活動報告会にご参加いただくとともに、ボランティア活動の現場もご視察
いただき、企画者の一人としてとても強い後ろ盾となりました。その後は、学生による学習支援ボランティアとして、教育委員会
の要請に応じて、陸前高田市及び福島県大熊町での学習支援ボランティアを継続的に実施していますが、今年度も引き続き
多様なボランティア支援事業を企画したいと考えていますので、多数の学生及び教職員の方々のご参加を期待しています。

これまで企画を積み重ねてこられましたのも、ひとえに濱田総長を始め役員の方々のご理解とご支援のほか、ボランティア
支援班員のご努力、そして何よりも活動に参加していただいた学生及び教職員の方々の熱い志によるものであり、この場をお
借りして厚く御礼申し上げます。

最後に、これまで事前打合せ等で被災地へ何度か伺いましたが、被災された方々のご苦労は察して余りあるものがあり、で
きる限りのご支援を続けていきたいと思うと同時に、１日も早く安心して暮らせる日が来ることを願ってやみません。

救援・復興支援室

ボランティア支援班班長 富田 靖博
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